
１．継続事業の前提に関する注記
　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況はない。

２．重要な会計方針
　　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
 　　  　　満期保有目的の債券
　　　 　　　購入時の取得価額によっている。
　　  　　 　なお、取得価額と債券金額との差額については、償却原価法(定額法）によっている。
　　　　 　その他有価証券
             時価のあるものは決算日の市場価格等に基づく時価法によっている。

　　(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　 　　　　最終仕入原価法による原価法によっている。

　　(3) 固定資産の減価償却方法
① 構築物及び什器備品
　　　定率法によっている。
② ソフトウェア(リース資産以外)
　　　ソフトウェアについては法人内における利用可能期間(5年)に基づく定額法によっている。
③ リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産についてはリース期間を耐用年数とし、残存
　　　価額をゼロとする定額法によっている。

　　(4) 引当金の計上基準
① 退職給付引当金
　　　職員の退職手当の支払に充てるため、規程に基づく期末要支給額を計上している。
② 賞与引当金
　　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　　(5) 消費税等の会計処理
   　     　税込方式によっている。

　　(6) 奨励金給付費用の会計処理
　　令和4年度決算より、奨励金の費用計上を、支給前年度から支給当年度とする方針変更を実施している。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　有価証券 50,000,000 0 0 50,000,000
　普通預金 440 0 0 440

小　計 50,000,440 0 0 50,000,440
特定資産
　退職給付引当資産 10,180,339 5,336,390 10,482,517 5,034,212
　奨励基金引当資産 128,378,370 1,348 1,887,445 126,492,273
　減価償却引当資産 17,119,266 1,100,000 5,549,197 12,670,069

小　計 155,677,975 6,437,738 17,919,159 144,196,554
合　　計 205,678,415 6,437,738 17,919,159 194,196,994
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４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産
　有価証券 50,000,000 (0) (50,000,000) (0)
  普通預金 440 (0) (440) (0)

小　計 50,000,440 (0) (50,000,440) (0)
特定資産
　退職給付引当資産 5,034,212 (0) (0) (5,034,212)
　奨励基金引当資産 126,492,273 (1,000,000) (125,492,273) (0)
　減価償却引当資産 12,670,069 (0) (12,670,069) (0)

小　計 144,196,554 (1,000,000) (138,162,342) (5,034,212)
合　計 194,196,994 (1,000,000) (188,162,782) (5,034,212)

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高
　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

構築物 550,000 549,998 2
什器備品 4,328,979 4,251,152 77,827
ソフトウェア 24,723,252 15,411,252 9,312,000
リース資産 15,862,080 12,581,840 3,280,240

合　計 45,464,311 32,794,242 12,670,069

６．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価および評価損益
　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価および評価損益は、次の通りである。

（単位：円）
科　　目 帳簿価額 時価 評価損益

第26回三菱UFJ
フィナンシャルグループ

10,000,000 9,742,000 ▲258,000

23回みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ劣後社債

20,000,000 19,514,000 ▲486,000

第29回三菱UFJFG劣後
債

30,000,000 29,646,950 ▲353,050

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ(株)
第3回無担保社債

30,000,000 28,398,000 ▲1,602,000

USA LONDON 期限前償
還条項付・他社株償還可
能債

60,000,000 60,000,000 (0)

合　計 150,000,000 147,300,950 ▲2,699,050

７．その他
　　　リース取引関係
　　　　所有権移転外のファイナンス・リース取引
　　　　　に係る方法に準じた会計処理によっている。　　リース資産の内容
　　　　　　　　その他固定資産の売上管理等ソフトウェア、会計ソフトウェア、それらを管理・運用するサーバー

　　　及び社内共用サーバー、複合機である。


